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何の為に⾼断熱にするのか？

「お客様は断熱性能の⾼い家に住みたいわけではない」

「快適で省エネな家に住みたい」

➡室温と消費エネルギーに分けて考える
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断熱性能は等級６（G2）か7（G3）か？

部分間⽋冷暖房においての外⽪の違いによる⼀次消費エネルギー⽐較

UA ηAC ηAH ⼀次消費エネル
ギー（MJ） BEI 費⽤想定

G2 0.46 1 2.5 55,991 0.59 G2パッシブデザイン型 ±０

G2 0.46 1.3 1.6 58230 0.63 G2断熱型 窓が減る為約20万円ダウン

G3 0.26 0.7 2 53,435 0.55 G3パッシブデザイン型 窓と躯体断熱向上約230万アップ

G3 １ 1.3 1.6 55,321 0.58 G3⾼断熱型 窓と躯体断熱向上約200万アップ

G2.5 0.38 0.8 2.2 55,144 0.58 バランス型 躯体窓性能アップ約50万円アップ

G2の住宅でも、η値のバランスの悪さでBEIが0.4違っている
G３であってもη値のバランスが悪ければG２とほぼBEIが変わらない
G2.5程度でη値をバランスよく設計することが重要

➡消費エネルギーで考える
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断熱性能の向上によって
消費エネルギーが減らなければ意味がない

パッシブデザインは消費エネルギーを減らすには重要

➡窓の選び⽅がとても重要
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冬の室温を断熱性能から考える

G２の朝6時の室温は15℃程度、G3は18℃程度である
ただし、⽇中はηAH2.5のG2では22℃くらいまで上昇している
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省エネは断熱性能と⽇射取得性能で考える
断熱性能と夏冬の⽇射熱取得性能のバランスが⼤事
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UA値0.40W/㎡K
ηAC0.8 ηAH2.6

UA値0.22W/㎡K
ηAC1.3 ηAH1.2

★断熱性能UA値も⼤事だが、ηAC値とηAH値のバランスが重要！

使⽤ソフト：⼀次消費エネルギーWEB算定

バランス型のパッシブデザイン
断熱性能と夏冬の⽇射熱取得性能のバランスが⼤事
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両側の袖壁からの⽇影を考慮して⾼窓

UA値0.33・ηAC0.7・ηAH2.0 

平屋のような中庭のある家・コートハウス

copyright © 株式会社PASSIVE DESIGN COME HOME



copyright © 株式会社PASSIVE DESIGN COME HOME

コートハウスの袖壁からの⽇影の影響に注意
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L字 コ字は注意が必要
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45度の出隅型
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45度の⼊隅型
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バルコニー⼿摺910・1365

奥⾏910 奥⾏1365
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バルコニー⼿摺にも注意



copyright © 株式会社PASSIVE DESIGN COME HOME

軒の深い建築は要注意

➡ただの⾼断熱住宅
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⽇射遮蔽も⼤事

断熱性能を⾼めるのなら、⽇射遮蔽を本気で考えるべき
➡オーバーヒート対策

バランス型のパッシブデザインは南の窓が多いので⽇射遮蔽が重要
➡陽だまりを作らない
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南の⼤きな窓に、軒や庇やルーバーを設置し
太陽熱を遮る（東・⻄・北の窓は⼩さく）

夏のパッシブデザイン

庇で50％程度カット
外付けブラインドで85％カット
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⽇射遮蔽の⼿法も⾊々
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説得しきれずにハニカムダブルで遮蔽・・・

説得しきれず⻄はハニカムダブル・・・ 説得しきれず全てハニカムダブル・・・
■8⽉の暑い⽇のオープンハウスエアコンがあれば
すぐに涼しくなった

■９⽉の暑い⽇のオープンハウスエアコンなしで乗り切
れた
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窓について

①外と内を繋げるもの

②⾵景を眺めるための窓（カタチ・ガラス）

③明暗・陰影としての窓

④⾵通りとしての窓

⑤省エネとしての窓
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窓はどう選ぶのか？
①⽇射取得型と⽇射遮蔽型

＊基本は南は⽇射取得型（クリア）。東⻄南北は⽇射遮蔽型（⾼遮熱G）

＊意匠的には東⻄北も、⾒るための窓はクリアにする

②樹脂かアルミ樹脂複合？

➡断熱性能と⽇射取得率で選ぶ

➡地域の外気温と⽇射量は異なる

➡顧客の予算も違う

➡設計者がコストバランスを考え選んであげるもの
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南側の空地に住宅が建つことを想定して⽇照シミュレーション

UA値0.38・ηAC0.8・ηAH2.6

インナーバルコニーや縁側の⼟間を蓄熱利⽤
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⾵景としての窓（カタチ・ガラス）
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ガラスの使い分け（失敗例）
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①⽇射取得型（クリア） ⽇射遮蔽型（⾼遮熱G）
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②樹脂かアルミ樹脂複合？
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RCダブル断熱住宅
⾼額帯のお客様も省エネに

UA値0.23・ηAC0.7・ηAH1.9
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